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 日本の「常識」も「対策」も、世界の「非常識」(その1)
                   条例の目的は、誤った日本の認知症観を変えること

★アタマを使っていれば、健康に気をつけていれば、予防できる
                                      ⇒アタマを使い健康に気をつけていたお３人も

★徘徊・暴言などの不可解な行動       ⇒了解可能な 心の叫び(東大松下名誉教授)
★「ご家族大変でしょう、お薬の調整のために精神病院へ」と

                 福祉・医療のプロが勧めるのは、日本だけの「世界の非常識」
★早期発見・早期絶望         ⇒ 早期対応、ケアと環境、仲間、先輩の力                                          
★認知症になったら、何も分からなくなる  ⇒ 認知症体験者が、助ける側に (o^^o)  

                             

世田谷区認知症希望条例、なぜ創られたのでしょうか？
      認知症の人が増えていくから、だけでしょうか？
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2019.4  世田谷区認知症条例検討会第１回
       「認知症の人が事故を起したら区が賠償金」という条例をつくる計画  
                形ばかりの1回だけの公聴会 、参加者から「とんでもないこと(▼▼)」
                保坂展人区長「ご懸念はごもっともです」

   2019.8.28  区長室・仕切り直し メモの抜粹

【世田谷区条例の基本的方向性】
自治体の条例の多くは、賠償保証に象徴される「事件後の対応」に留まっており、
事件や事故を未然に防ぐことができる地域社会を作るという本質的課題の実現を十分に指向していない。

    国際的にはProactive（後手に回らず先手勝負）という言葉が認知症政策のキーワードとなっている。
   これはいわゆる予防とは異なる概念

。
  タ イ ミ ン グ を 逸 し た 事 後 的 対 応 に よ っ て 希 望 を 見 失 う の で は な く 、
   その事件の上流にある本質的課題に  先制的に取り組み、希望を見出していくという意味。

   
   世 田 谷 区 条 例 で は 、 「 本 質 的 課 題 に 先 制 的 に 取 り 組 み 、 希 望 を 見 出 し て い く 地 域
    の実現を本気で志向し、認知症の人と住民との協働創造（ co-production）によって打破すること を  
理念として掲げる必要がある。



   世田谷の認知症とともに生きる希望条例

      ①  検討会に、「認知症を体験した委員」
      ②「やさしさ」より、「希望」
      ③「予防」より、「そなえ」

④「サポーター」から、「パートナー」
      ⑤「勉強する講座」から、「みんなでアクション」
      ⑥「早期診断・早期絶望」でなく、「体験した先輩とともに」

―――*★*―――
身近な地域で「アクションチーム」

「みんなでアクションガイド」
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「アクション」って? それは、真のボランティア
        英語のボランティア  北欧語のフリヴィリには、

「日本型福祉」1979年経済審議会が提唱した
             暇な人の「ただ働き」

            という意味はまったくありません

  語源は、ラテン語のウォロ（Ｖｏｌｏ）
    「志す」 「進んで……する」という意味
      

                     ノロ（Ｎｏｌｏ）は、いやいや……をする
ウォロには命令形がありません

日本語訳として最も素晴らしいのは、
早瀬昇さんの「ほっとかれへん・がまんでけへん」



ボランティアの「ヴォル」は、
              火山・ヴォルケイノと同じで、
             中から噴き出してきて
             止めようとしても止められない思い

 恋♡にそっくり(^_-)-☆
            抑えきれない思いに突き動かされて、

「認知症になっても、安心な世田谷に」
「早期発見が、早期絶望に繋がらないように」

           チョイボラ、居るボラ、繫ぎボラ。。。
              皆さまは、

                  銭形平次のような
                  特技と権限をった「本業ボラ」
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人口１０００人あたりの精神病床
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精神科ベッドは世界の３７％
空きベッドに認知症の人を⇒国際常識の対極にあるもの

                                                       日本の精神科病院のトップの日常
                                                        ＮＨＫ「クローズアップ現代」より

精神病院の身体拘束
人口あたり
アメリカの270倍、
オーストラリアの580倍

ニュージーランドの2000倍
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かつて、私たちは認知症を何も分からなくなる病気と考え、
徘徊や大声を出すなどの症状だけに目を向け、
認知症の人の訴えを理解しようとするどころか、多くの場
合、認知症の人を疎んじたり、拘束するなど、不当な扱い
をしてきた。

今後の認知症施策を進めるに当たっては、常に、これまで
認知症の人々が置かれてきた歴史を振り返り、
認知症を正しく理解し、よりよいケアと医療が提供できる
ように努めなければならない。

いま、内閣官房全世代型社会保障構築本部事務局総括事務局長

認知症観の転換  西田淳志・上野秀樹・ゆき(世田谷区認知症施策評価委員)がadviser

本業ボランティア・山崎史郎社会・援護局長・当時（世田谷区民）



今後の目標
このプロジェクトは、「認知症の人
は、精神科病院や施設を利用せざる
を得ない」という考え方を改め、
「認知症になっても本人の意思が尊
重され、できる限り住み慣れた地域
のよい環境で暮らし続けることがで
きる社会」の実現を目指している

⇒オレンジプラン
ところが。。



白雪姫の毒リンゴ・知らぬが仏の毒ミカン
          2015「新オレンジプラン」(『精神医療』 誌)

苺とクリームで飾られたデコレーションケーキ

    「精神病院が司令塔」と加筆。東京の記者気がつかず、新聞には載らず
共同通信だけ「見え消し版」を入手。

専門家も「新」なのだからよくなったのだと錯覚 



▷毒入り「新オレンジプラン」 2015
厚生労働省の原案「本人の発言を重視」⇒

       精神病院経営者の親族の議員が
「精神科病院が司令塔」と加筆 

        証拠の「見え消し版」を入手した共同通信  ⇒
 
古い認知症観に引き止めようとするさらに2つの困ったこと
▷日本にしかいない困った福祉・医療のプロ

素晴らしいケアマネさんが おられる一方で
「家族に同情して精神病院入院を勧め、

    その後を フォローしない」10人中9人
           条例の二次計画では、
            皆様のようなプロが「希望条例を尊重」

▷時代遅れのサポーター講座
「認知症とは、脳の細胞が死滅し。。。」
                認知症の人を探して「助けてあげる」

⇒幸い、厚労省は2022年５月３０日改定作業に着手。
座長・宮島俊彦さんも世田谷区民

⇒世田谷区の担当課長が招かれて発言
         
「認知症基本法」が成立
                     (世田谷の条例をモデルに＼(^▽^*)／)
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©RUMI Fujiwara Hospitality 2013 All Rights reservedスウェーデンでは 藤原瑠美さん撮影



©RUMI Fujiwara Hospitality 2013 All Rights reserved

1970年代のスウェーデン
藤原瑠美さんの博士論文から



うば捨て棒 スウェーデン



思い出の家具に囲まれた
自分の部屋(デンマーク)
と
回廊式(日本)
と

デメンシァと呼ばれる人々の
異常な行動は
異常な環境と
異常にケアへの
正常な反応です

オーストラリア
クリスティン・ブライデン



背景に
「ノーマライゼーション思想」

生みの父バンクミケルセンさん
反ナチ運動で強制収容所へ
その体験から

どんなに知的なハンディキャップ
が重くても、

人は街の中のふつうの家で
ふつうの暮らしを味わう権利があ
り

社会はその権利を実現する責任が
ある。

1959年法（デンマーク）

「ふつうの生活
とは

ふつうの家
仕事や生きがい
ふつうに余暇

友達・恋人・家族



日本の「常識」も「対策」も、世界の「非常識」(その2)
    「寝たきり老人」概念のない国 と ある国(西暦2000年には100万人に)

認知症で独り暮らし・イヤリングとマニュキア       養老院カット・寢かせきり!!!

１９８５



アンデルセン教授
専門は自治体行政

と経済学
↓

アンデルセン大臣

1989日本に招待
戸井田厚生大臣と縁結び
シンポジウム
「寝かせきりゼロ」を求めて
包括性・継続性・市町村の権限

         地域包括ケア 
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ホームヘルパーに、求められている資質
★認知症のお年寄りに尊敬の念をもてて、なおかつ忍耐強い
★同じことを何度いわれても興味深く耳を傾け、気持ちを正確につかむ
★小さな変化も見逃さない繊細さをもつ
★奇妙な行動にも驚いたりせず、怒りを受け止められる度量がある
★機転のきいた受け答えが得意
★ユーモアがある

デンマークのホームヘルパーの月収は 48 万円、
店員の 38 万円、運転手の 44 万円を上回ります。
日本のヘルパーの月収 10 数万円とは大違いです。
日本のヘルパーの給与は、勤務医の 2 割にもとどきません。
デンマークのホームヘルパーの月収 48 万円は、
デンマークの勤務医の月収の６割ほど

訪問ナース、世間話をしながら、見つけ出す7つのこと
★食事など日常生活は?い
★孤独ではない? 生きがいは?
★家族や隣人・友人とうまくいっている?
★症状に変化は?
★セルフケアの能力は保たれている?
★自立のために、さらに何が?
★会話能力・コミュニケーション手段は保たれている?

       デンマークの訪問ナースをモデルに「ケアマネジャー」誕生

「寝たきり老人」という言葉がない、独り暮らしの認知症の人自宅で暮らすデンマークでは

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4000253077/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


高橋幸男doctor（島根大学医学部臨床教授）からの手紙

私が心を痛めていることのひとつは精神科病院への認知症の人の入院が増えていることです。
           空いた病床を認知症の人で埋めているのです。

誰が精神科病院へ入院させるのか、家族が、そう簡単に精神科病院に連れて行くとは、思えませ
ん。
ケアマネに勧められて精神科病院に向かう人が多いのでは、と思うようになりました。ケアマネ
たちの認知症理解が乏しいと知ったからです。

ケアマネは認知症の人や家族と最も多く接する職種でありながら、認知症については「古い疾患
中心の知識」しかないといっても過言ではなく、認知症の人の思いを知るような教育は受けていな
いのではと確信しました。

もちろん立派なケアマネも知っていますし、すべての人ではありません。
認知症の人や家族が暮らしやすい社会をつくるためにも、ケアマネこそ最低限“からくり“を知って
ほしいと思い、『認知症を受け入れる文化、そして暮らしづくり～ケアマネに知って欲しい認知症
についての最低限の知識』を上梓した次第です。
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３冊のべストセラー



診断は同じ「認知症」な
のに、なぜ違うの?

居場所・味方・誇り 居場所・味方・誇り

ご
本
人
の
人
柄

こ
こ
は
居
場
所

   

ま
わ
り
は
味
方

          

誇
り
を
も
て
て

居
場
所
と
思
え
な
い

味
方
が
い
な
い 

誇
り
を
剥
ぎ
取
ら
れ
る

控えめ
穏やか

プライド高い
強

弱

おだやかな
日々

おだやかな
日々

島根大学医学部臨床教授
高橋幸男doctorの
論文にプラスして、ゆき作成

被害妄想
「帰る」妄想
行方不明

暴力
物盗られ妄想
嫉妬妄想
自殺企図
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日本薬剤師会 山本信夫会長のパワポから

本業ボラ・薬剤師さん!!!



宮岡 等 北里大学名誉教授（精神科）

レカネマブ：私が適応の状態になって、もし医師に勧められても
私には使用しないようにと家族に話してあります。
それにしても部会（公正にメンバー選んでる？）
～厚労省、大丈夫なんだろうか。
           メディアの報道の仕方も気になる
                 （Facebookと 医療ジャーナリストの勉強会で警告）
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2021年１１月６日（土） 条例１周年シンポ
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「認知症は怖い・なりたくない・自分はならない。けれど、優しくしてあげましょう」という
誤った、時代遅れの認知症観を変えるために

「認知症サポーター養成講座」から、 「アクション講座」(世田谷版認知症サポーター養成講座) に
厚生労働省の検討会に世田谷区が招かれて報告したときのスライドです。 6
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等々力小学校
2021・10.9. 
 ＡＭ 9

条例をつくる検討会の体験者委員のひとり
長谷部さん
73歳ころから異変、独り暮らしの部屋は座る

場所もなく「どうなってもいいんだ」といら立ち、
まわりに怒りをぶつけるように。
松沢病院で，アルツハイマー型認知症と診断
委員会が始まったときは、ほとんど発言がなく。
でも、その後。。



「希望条例」１周年でシンポで
コーディネーターをつとめてくださった
丹野智文さんが招待されて

体験者だからこその  
ボランティア

Alzheimer's Disease International Conference at London in 2022.6.9



In-Clinic PEER SUPPORT 
With a Couple 
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末
期
癌
、
認
知
症
、
要
介
護
４
と
認
定

世田谷区下馬で
独り暮らし
90歳・認知症の母
病院から
退院してきたとき
ケアマネさん叱られました
   「引き取ったりせず
    住みなれたマンションに」



母90⇒95歳
認知症
要介護４

かかりつけ医

かかりつけ薬剤師

訪問看護師

ケアマネジャー

ホームヘルパー

娘・孫・弟
姪・姪の子・息子・
息子の妻・曽孫

専門医

在宅療養支援診療所

大学病院血液内科
（悪性リンパ腫）

行政
介護認定
おむつ

わが母の地域包括ケア

歯科医師・歯科衛生士

リンパドレナージ
＋ドイツリート

商店街のみなさん

美容院
和食・中華・イタリアン

フレンチ・鰻・さぬきうどん
花屋さん・スーパー
ブティック

福祉用具相談専門員



「月１回はイベントを」
と孫と企画して、なだ万へ
板前さんが気をきかせて
くださいました（*^ー^*）

希望を大切に、そして、
母を褒めまくりました
「まあみん、凄い!!!!!!!」



同じ日の母 昼と夜
入れ歯とウィッグ眼鏡
という名の福祉用具を
はずすと、精神病院や療養型に
「入院」しているひとに
そっくり。ということは。。。



居場所

味方
誇り

希望・役割

国会議員にもなった著名な
精神科医の精神病院の
認知症治療病棟
「入れ歯はを飲み込んだら
危険」とはずされ
うつろな表情
世田谷の
東京都医学総合研究所で
開かれた国際会議で、
各国の研究者が驚愕

「
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ン
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ク
の
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」
。
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山
の
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」

感
動
す
る↑

日
本
は
不
思
議
な
國

海
外
の
専
門
家
が

驚
き.

呆
れ
る↓
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アクションガイド まとめのページにご登場
◆◇認知症になったことを公表した

長谷川和夫名誉教授の珠玉の言葉◆

★認知症になったからといって、突然、人が変わるわけでは
ありません。

自分の住む世界は昔も今も連続しているし、昨日まで生きて
きた続きの自分がそこにいます。

★認知症になっても大丈夫。認知症になるのは決して特別な
ことではないし、怖がる必要はありません
★認知症の人と接する時は、
その人が話すまで待ち、
何を言うかを注意深く聴いてほしい。
『時間がかかるから無理』と思うかもしれないが、
『聴く』というのは『待つ』ということ。
『待つ』というのは、

その人に自分の時間を差し上げるということ。



ご希望の本の名前とご住所.お名前をyuki@spa.nifty.comまで

http://www.budousha.co.jp/booklist/book/fukuhen.htm
mailto:%E3%81%94%E5%B8%8C%E6%9C%9B%E3%81%AE%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%90%8D%E5%89%8D%E3%81%A8%E3%81%94%E4%BD%8F%E6%89%80.%E3%81%8A%E5%90%8D%E5%89%8D%E3%82%92yuki@spa.nifty.com
http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4000253077/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
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詳しいことは
http://www.yuki-enishi.com/

「ゆきえにし」で検索すると
でてきます。

http://www.yuki-enishi.com/
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